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つばき 

ケーブルベヤ®    
 
 
 

 

 

 

１ 構造・部品名称 

※完成組立品で納入されます。 

 2 工具類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 作業時の注意事項 
  1）本商品は容易に組み立て・分解が可能です。組込み時に入りにくい場合は位置がずれている可能性が 

    ありますので、その場合は無理に叩き込んだりせずに位置を確認・調整してください。 

  2）作業時には手袋・安全メガネ・安全靴などの適切な保護具を着用してください。 

（詳細は巻末の資料を参照ください。） 

  

 

TKRB14H10 

取扱説明書 

（注）作業の際には適切な保護具（安全眼鏡、手袋、安全靴など）を着用してください。 

③片側玉付きワイヤ ④熱収縮チューブ 

①リンク（単体） ②チャッキングパーツ（以下CP） 

 

納入状態 

ヒートガン 

ワイヤカッター 

六角レンチ（使用レンチ 1.5） 

スパナ（M4 用） 
マイナスドライバー 

（精密） 

① 

② 

④ 

③ 
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4 組立方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1 リンクの両端部はボールジョイントと

なっているのでボール側とソケット側を組

み合わせて連結します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 連結したリンクに片側玉付き

ワイヤをリンクのソケット側から挿

入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 ボール側から CP をワイヤに通し

た後、CP の溝部とリンクのボールジョ

イントのリブを合わせて組込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-4 CP の六角ボルト・ナットを最後ま 

で締めこみ、上図の位置に配置してく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-5 止め具をボルト頭に押さえつ 

けながらワイヤを引っ張り、六角穴 

付き止めネジを規定トルクで締め 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-6 上図のように CP の六角ボルトを 

緩め（上図①側）六角ナットをスパナで 

締めこみ（上図②側）、ワイヤの張力を 

調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足） 

張力がかかっている状態が左図 

張力がかかっていない状態が右図 

 

4-7  ワイヤ張力の目安は、上図の

ように手でケーブルベヤの 10 リン

ク目を持ち上げた時に、屈曲せず

自立する程度としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-8 CP から突き出たワイヤを適度な 

長さに切断してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-9 CP から突き出たワイヤの端部に熱収縮チューブをかぶせ、ヒートガンを 

用いて固定します。冷却後抜けないことをご確認ください。 

 

挿入方向 

六角ボルト 

六角ナット 

末端は玉側で 

確認ください 

止め具 

ボールジョイントのリブ（3 箇所） 

① ② 

CP 溝部（3 箇所） 
ボールジョイント 

ボール側 ソケット側 
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5 ブラケットの取付方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1 ブラケットの取付けには六角穴付

きボルト（M4）が 2 本必要です。ご準備

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 ブラケットの片側（下側）を六角穴

付きボルトで取付箇所に固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-3 取付にはブラケット底面の両端 2

箇所、または3箇所の取付穴をご使用

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-4 ブラケットのもう片側（上側）を固

定してあるブラケットのヒンジ部に嵌め

込みます。上図の向きでしか嵌まらな

いのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-5 ブラケット内部の縁にリンクの外

周を合わせて、ケーブルベヤ本体をブ

ラケットに嵌め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-6 上側のブラケットで蓋をします

（スナップフィット）。以上でブラケット

の取付けは完了です。 

 
 

ブラケットはケーブルクランプクシ歯形

付と無しの仕様がありますのでクシ歯

付きは編成品両端、クシ歯無しは編成

品中間部にご使用ください。 

  

ブラケットの取り外し方法  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-7 ブラケットの開口部スキマにマイ

ナスドライバーを差し込みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

5-8 マイナスドライバーを捻ることでス

ナップフィットが外れます。以上でブラ

ケットの取り外しは完了です。 

 

ブラケット 

ブラケット底面図 

M4×2 

スナップフィット 

ケーブルクランプクシ歯形 



 

 4



 
 
 
 
 
 
 
 

6 ブラケットホルダ構成部品  
 

7 ブラケットホルダ取付方法  

 

 

 

 
 

 

① 本体にナットを挿入 

② ボルトでブラケットを固定 

 

 

 

 
 

③ 面ファスナーを本体に通す 

④ ロボットアーム上にブラケットホル

ダを置く 

⑤ 面ファスナー両端を平カンに通

し、両サイドに引張りながら面ファ

スナーを固定する 

 

 

 
 
⑥ ブラケット内部の縁にリンクの外

周を合わせて、ケーブルベヤ本体

をブラケットに嵌め込む 
⑦ 上側のブラケットで蓋をする（スナ

ップフィット） 
 

以上でブラケットホルダの取付けは

完了です。 

 

ブラケットホルダ本体 

グリップパッド 
M4 ナット 

ボルト（L = 8 mm） 

平カン 

面ファスナー（1 m） 
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8 ガイドホルダの取付方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

6-1 ガイドホルダの取付けには六角

穴付きボルト（M4）が 2 本必要です。

ご準備ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2 上図部品（片側）を、六角穴付き

ボルトで取付箇所に固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-3 筒状の部品の片側を先程固定し

た部品の上に載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-4 ケーブルベヤ本体を固定したガ

イドホルダに配置します。 

6-5 もう片側のガイドホルダを被せ、

開閉部ピンでガイドホルダを固定しま

す。以上でガイドホルダの取付けは

完了です。 

ガイドホルダは閉じた状態でもケーブ

ルベヤ本体を挿入することができま

す。本書では装置への取付易さを考慮

して、分割した状態での作業説明を掲

載しています。 

※ガイドホルダはオプションパーツとなります 

 

9 プロテクタの取付方法 

 
8-1 リンクの外周に沿う形でプロテクタを取付け、両

側のスナップフィットを嵌め合わせて固定します。 

 
8-2 プロテクタ装着後は、ケーブルベヤ本体のスリット部から

支持物を挿入することはできません。プロテクタ装着前に支持

物をケーブルベヤ内部に挿入ください。 

プロテクタの取り外し方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-3 プロテクタの開口部（上図赤枠側）にマイナスド

ライバーを差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-4 マイナスドライバーを上図の方向で押し当てるとスナップ

フィットが外れます。以上でプロテクタの取り外しは完了です。 

※プロテクタはオプションパーツとなります 

M4×2 
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10 メンテナンス（リンクの延長/短縮） 
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11 支持物挿入方法 
■1 本目のケーブル・ホースの挿入方法 

 

 

           

 
①ケーブル・ホースをアーム部に押し付け、アーム部を

片側だけ変形させます。 
②広がったスリットにケーブル・ホースを水平に押し込

むともう片方のアーム部が上に持ち上がり、挿入する

ことができます。 
※ケーブル・ホース挿入時の注意点 

 

 
■2 本目以降のケーブル・ホースの挿入方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 保守点検 
１）ケーブルベヤへの給油は不要です。 

２）ケーブルベヤの上に人間や、その他の重量物を乗せると破損の原因になりますので避けて下さい。 

３）稼働範囲に異物が落下したり堆積しないようにご配慮願います。 

４）ケーブルベヤをご使用する際には、本稼働前に試験運用を行い、ケーブルベヤに無理な力がかかる箇所が 

無く、スムーズに動いているかを必ずご確認ください。 

５）ケーブルベヤが導入装置、その他設備と接触する際には、接触が予想されるリンクにプロテクタをご使用ください。 

６）ケーブルベヤにクラックが生じてないか、外面が異常に摩耗していないか注意して下さい。 

７）運用前には各所のボルトが緩んでいないか、スナップ開閉部がしっかり閉まっているかを必ずご確認ください。 

 

 

 

①             ② 

ケーブル・ホースをスリット中央部に押し込んで挿入するとリンクが割

れる可能性がありますので、正しい挿入方法で作業をして下さい。 
また、温度・湿度が低い環境下でケーブル・ホースを複数回挿入する 
とリンクが割れる可能性がありますのでご注意ください。 

リンク 

スリット 

アーム部 

既に挿入したケーブル・ホースをリンクの収納空間の

端に寄せてから2本目以降のケーブル・ホースを1本

目と同じ方法で挿入下さい。 
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